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○光市建設工事等指名競争入札に関する要綱 

平成１７年１月１３日 

告示第４号 

（目的） 

第１条 この告示は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、地方自治法施

行令（昭和２２年政令第１６号。以下「政令」という。）及び光市財務規則

（平成１６年光市規則第４７号）に定めるもののほか、光市が発注する建設

工事等の指名競争入札（以下「入札」という。）に関し必要な事項を定め、

もって入札の適正かつ円滑な執行を期することを目的とする。 

（入札参加者の指名） 

第２条 市長は、光市建設工事等競争入札参加資格者名簿に登録された競争入

札参加資格者（以下「資格業者」という。）のうちから、入札参加者を指名

するものとする。 

（格付） 

第３条 市長は、資格業者のうち、土木一式工事及び建築一式工事については、

別に定める基準により格付するものとする。 

（指名基準） 

第４条 市長は、入札に参加する者を指名するときは、次の区分により指名す

るものとする。 

(１) 土木一式工事又は建築一式工事 別表に定める基準により指名する。 

(２) 前号以外の工事種別 工事規模、難易度、経営事項審査結果、工事実

績等を考慮し指名する。 

２ 前項の場合において、光市建設工事等指名審議会規程（平成１６年光市訓

令第５３号）の規定に該当するときは、光市建設工事等指名審議会の議を経

て指名するものとする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、特に市長が必要と認めるときは、直近下位の

等級に属する者を指名することができるものとする。 
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（入札の回数） 

第５条 予定価格を入札前に公表するときの入札回数は、１回とする。 

２ 予定価格を入札前に公表しないときの入札回数は、３回までとする。 

３ 入札執行の結果、落札者がなかった場合は、再度の入札に付するものとす

る。 

（随意契約への移行） 

第６条 前条第３項の規定にかかわらず、最低入札価格が次の各号のいずれか

に該当すると認めるときは、最低価格の入札者と政令第１６７条の２第１項

第８号の規定により、随意契約を締結することができる。 

(１) 再度の入札を行ってもなお落札者を得ることが困難と認められるとき。 

(２) 前条第２項において、最低入札価格と予定価格の差が６パーセントの

範囲内であるとき。 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、平成１７年４月１日から施行する。 

（光市が発注する光区域に係る建設工事等指名競争入札に関する要綱及び光

市が発注する大和区域に係る建設工事等指名競争入札参加資格審査要綱の廃

止） 

２ 光市が発注する光区域に係る建設工事等指名競争入札に関する要綱（平成

１６年光市告示第１２号）及び光市が発注する大和区域に係る建設工事等指

名競争入札参加資格審査要綱（平成１６年光市告示第１３号）は、廃止する。 

附 則（平成２９年告示第１４７号） 

この告示は、平成２９年１２月１日から施行する。 

附 則（平成３１年告示第１００号） 

この告示は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年告示第３５号） 

この告示は、令和３年４月１日から施行する。 
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   附 則（令和６年告示第５２号） 

 この告示は、令和６年４月１日から施行する。 

別表（第４条関係） 

土木一式工事 

等級 請負対象設計額 

A 制限なし 

B ５０，０００，０００円以下 

C １０，０００，０００円以下 

建築一式工事 

等級 請負対象設計額 

A 制限なし 

B ５０，０００，０００円以下 

C １０，０００，０００円以下 


